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 1 施設の児童・思春期精神科専門病棟にて、中学生・高校生の自閉スペクトラム症者 12
名を対象に看護介入プログラムを実施した。看護介入プログラムはメタ認知を促しストレ
ングスを自覚し、セルフエスティームを高めることを目的とし、1 週間に 1～2 回、45～










結  果：  
 対象者は男子 6 名、女子 6 名、中学生 5 名、高校生 7 名であり、平均年齢は 15 歳で、
IQ は 77～120 であった。AQ の平均は 27.9 で、カットオフ得点の 33 点に達しないものの
高い値であり、精神状態と行動を評価する自己評価の YSR、保護者評価の CBCL では、ひ
きこもりや不安抑うつの得点が高かった。尺度得点の平均は、メタ認知はプログラム前が
3.32、後は 3.82 でプログラム後の方が高く効果量 r も大きかった（Z=－2.35, p=.019, 
r=.679）。自己肯定意識尺度は、下位尺度に自己受容、自己実現的態度、充実感があり、自
己受容はプログラム前が 11.92、後は 14.62 で後の方が高く効果量も大きく（Z=－2.14, 
p=.032, r=.619）、自己実現的態度のプログラム前は 22.75、後は 25.92 で効果量が中程度
であった（Z=－1.29, p=.196, r=.373）。充実感はプログラム前が 20.25、後は 27.00 であ
り、後の方が高く効果量も大きかった（Z=－2.43, p=.015, r=.703）。セルフエスティーム





















結  論：  
看護介入プログラムにより、12 名の思春期自閉スペクトラム症者のメタ認知が活性化さ
れ、ストレングスを自覚し、セルフエスティームが高くなる傾向が認められた。  
